
28M-amlOS
沖縄産海綿由来の新規細胞増殖阻害活性物質の探索
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【目的】沖縄産petrosia(Strongylophora)属の海綿より､Hela及びK562に対す
る細胞増殖阻害活性を指標にポリアセチレン類およびメロテルペノイ ド類を単離､

構造決定したので報告する｡

【実験 ･結果】2009年沖縄県西表島で採取した海綿 (湿重量 244g)をEtOHで
抽出し､濃縮後得られたEtOHext.をH20とEt20､〟-BuOHで分配した｡細胞増殖

阻害活性を指標にEt20ext.についてSephadexLH-20,Silicagelカラムで精製し､新

規ポリアセチレン(1,2)およびメロテルペノイ ドstrongylophorine-1(3)1)を単離構造
決定した｡また､〟-BuOH ext.についても､活性を指標に分離､精製を行い､

strongylopho血ediner(4)2)他､数種のstrongylophorine関連化合物を同定した｡今回､
単離した化合物と細胞増殖阻害活性について発表する｡
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